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【listener.log】 

【sqlnet.log】 

【その他のログファイル】 
 

 

【listener.log】 

出力内容 

サーバー側のリスナー・オブジェクトで発生した接続記録とエラー記録 

出力先ディレクトリ 

＜Oracle_Base＞¥diag¥tnslsnr¥＜サーバー名＞¥listener¥trace¥ 

出力サンプル 

・ 

・ 

システム・パラメータ・ファイルは D:¥oracle¥product¥10.2.0¥＜SID名＞ 

¥network¥admin¥listener.oraです 

ログメッセージを D:¥oracle¥product¥10.2.0¥＜SID名＞¥ network¥log 

¥listener.logに書込みました 

トレース情報を D:¥oracle¥product¥10.2.0¥＜SID名＞¥ network ¥trace 

¥listener.trcに書込みました 

トレースレベルは、現在０です 

 

リスニングしています：（DESCRIPTION=（ADDRESS=（PROTOCOL=tcp） 

（HOST=koda-jp.jp.oracle.com）（port=1521））） 

Listener completed notification to CRS on start 

 

 

 

 

 

 

 

08-2月 -2006 02:10:15 

（CONNECT_DATA=（CID=（ program=）（HOST=_jdbc_ ）（USER= ）

（service_name=o10r2））*  

（ADDRESS=（PROTOCOL=tcp）（HOST=192.168.0.6）（PORT=1068））* 

establish * o10r2 * 0  

 

08-2月 -2006 02:15:30 

（CONNECT_DATA=（CID=（ program=）（HOST=_jdbc_ ）（USER= ）

（service_name=o10r2））*  

（ADDRESS=（PROTOCOL=tcp）（HOST=146.68.7.6）（PORT=1068）） * 

establish * o10r2 * 12514  

TNS-12514：TNS：リスナーは現在、接続識別子でリクエストされているサービ

スを認識していません 

 

 

エラー発生メッセージ  

1521番ポートで接続を待っている 

2時 10分 15秒に接続要求が来て、

特にエラーが出ていないため接続が

行われた 



【sqlnet.log】 

出力先 

（クライアント PCに保存） 

クライアント側の節続に関する接続記録とエラー記録 

出力先ディレクトリ 

 

出力サンプル 

・ 

・ 

（ DESCRIPTION= （ ADDRESS= （ PROTOCOL=TCP ）（ HOST=koda1）

（ PORT=1521 ））（ CONNECT_DATA= （ INSTANCE_NAME=koda1 ）

（ SERVICE_NAME=koda.word）（ CID=（ PROGRAM=（ HOST=koda1）

（USER=koda）））） 

 

 

Time： 13-SEP-2005 15：31：26 

Tracing not turned on . 

Tns error stract： 

nr err code：0 

ns main err code：12541 

TNS-12541：TNS：リスナーがありません 

ns secondary err code：12560 

nt main err code：511 

TNS-00511：リスナーがありません 

nt secondary err code：146 

nt os err code：0 

 

 

  

エラー発生メッセージ 

時刻、エラー・コード、エラー・メッセージ

が出力される 



【その他のログファイル】 

出力内容 

SQLトレース：サーバープロセスのトレースファイル（user_dump_dest） 

インスタンスで発生したエラーに関するトレースファイル（background_dump_dest） 

 

出力先 

初期化パラメータ user_dump_dest、core_dump_dest、background_dump_dest

で指定されているディレクトリに出力されたファイル 

（作成日時、更新日時で関連性を判断のこと） 


